
１.はじめに

筆者の１人である中山が務める現任校(以下、本校)

は、全校児童53人、複式学級１クラス、特別支援学級

２クラスを含む全７クラス(2021年度)の小規模小学校

(以下、小規模校)である。本校の児童数は、2000年度

216人、2010年度141人、2020年度54人と減少傾向が続

いている。このような児童の減少傾向は本校だけの問

題ではない。日本全体に目を向けても、全体的な傾向

としては人口減少社会をむかえている。川上(2015)は

「多くの地域では学校の小規模化に直面し」、その対応

としては「従来型の学校機能を維持できるだけの学校

規模を求めて統廃合を進める」、または、「小規模化に

対応できるよう、学校機能の再検討をはかる」の２種

類であると述べている。また、加藤(2015)は、「人口減

少社会にあって、一方では従来通り、数の論理を優先

に、また標準規模を理想として単純に統廃合の対象と

捉えられる小規模校もあれば、他方で地域の存続とい

う一種のミッションともいうべき課題と結びついて積

極的な存続維持の対象となる小規模校もある」と推測

している。中山は、小規模校に対しては課題もあるが、

さまざまな「可能性」もあると捉えている。また、和

歌山市が本校などを対象として小規模校の存続維持の

方策である「小規模特認校」制度の検討を開始してい

る現状がある。したがって、先にふれた加藤の「存続

維持の対象となる小規模校」の教育課程を探究したい。

ただ、中山自身は学校教育現場の教師であるので、本

稿では教育経営の観点から探究するのではなく、あく

までも学校教育における取組として何ができるのかを

考え、その取組を通して小規模校の教育課程はどうあ

るべきかを考えたい。

２.小規模校に求められる取組

ここでは、まず小規模校に対する社会的要請と一般

的課題について確認し、次に本校を事例校として児童

の課題について考察する。そして、それら考察したこ

とをもとに小規模校に求められる取組を仮に設定する。

２.１ 社会的要請

初めに、小規模校の一般的な課題と小規模校に求め

られていることを確認する。

まず大前提として、現行(平成29年告示)学習指導要

領について確認する。現行学習指導要領は、小学校で

は2020年度より実施され、そこでは、「社会に開かれた

教育課程」の理念が強調されている。「社会に開かれた
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教育課程」では、次の３点が重要であると示されてい

る。それは、「よりよい学校教育を通じてよりよい社会

を創るという目標を学校と社会が共有」すること、「こ

れからの社会を創り出していく子供たちに必要な資

質・能力とは何かを明らかにし、それを学校教育で育

成」すること、「地域と連携・協働しながら目指すべき

学校教育を実現」することである。

次に小規模校における一般的な課題と小規模校に求

められていることについて、文部科学省「公立小学校・

中学校の適正規模・適正配置等に関する手引～少子化

に対応した活力ある学校づくりに向けて～」で確認す

る。ここでは、小規模校を存続させる場合、「教育の機

会均等とその水準の維持向上という義務教育制度の本

旨に鑑み、小規模校のデメリットを最小化し、メリッ

トを最大化する方策を計画的に講じる必要がありま

す。」(下線、中山)と指摘されている。そして、小規模

校のメリットとしては、「異年齢の学習活動を組みやす

い、体験的な学習や校外学習を機動的に行うことがで

きる」ことや、「地域の協力が得られやすいため、郷土

の教育資源を最大限に生かした教育活動が展開しやす

い」(下線、中山)ことなどが挙げられている。また、

小規模校のデメリットを解消したり、緩和したりする

方策としては、「学校教育活動への地域人材の効果的な

参画を促進して、社会性を涵養する機会を確保するこ

と」、「多様な意見に触れさせるために、保護者や地域

住民の参画を得て、国語や総合的な学習の時間等でパ

ネルディスカッション等を実施する」(下線、中山)な

どが挙げられている。

また、本校が小規模特認校の対象校であることを考

え、「小規模特認校」制度にも着目する。「小規模特認

校」制度導入校での学びが子どもの成長を促進する要

件について、久保(2015)は、「学校・教室内の教育活動

における特色づくりだけでなく、自然環境・歴史的・

文化的環境などの地域資源(人材を含めた)をフルに活

用する教育課程づくりが必要」と指摘している。

これらのことから、本校のような小規模校には、次

のことが求められていると考えた。

⑴「社会に開かれた教育課程」の具現化

⑵体験学習・校外学習の効果的活用

⑶地域人材を効果的に活用し、児童の社会性を涵養

させる機会の確保

２.２ 事例校(本校)について

本校は和歌山市の北西、紀淡海峡に面した地域(一般

に「加太」とよばれている)にある。校区に海や山が広

がり、自然環境が豊かな場所に位置する。学習活動は

地域と連携した活動が色濃くあり、例えば、伝統文化

である獅子舞の取組、地場産業である漁業に関連した

「お魚つかみ」や、「干物教室」の取組などがそれらの

活動である。

２.３ 事例校児童の課題(資質・能力)

本校児童の課題について、平成31年度「全国学力・

学習状況調査」の児童質問紙をもとに考察する(対象児

に対する「令和２年度全国学力・学習状況調査」はコ

ロナ禍のため悉皆調査が行われなかった)。ここで、全

国平均との比較において肯定的な回答(当てはまる、ど

ちらかといえば当てはまる)が最も低かった項目は、

「地域や社会をよくするために何をすべきかを考える

ことがありますか 」という項目である。一方、否定

的な回答(当てはまらない、どちらかといえば当てはま

らない)の割合が最も低かった項目は、「今住んでいる

地域の行事に参加していますか 」という項目である。

このことから、本校の課題は、「児童は、地域の行事へ

の参加は高いものの地域のことを自分事として考える

姿勢がやや弱い」と考える。

２.４ 小規模校に求められる取組の目的

上記、２.１の最後の小規模校に求められることの３

点と、２.３でふれた本校の課題を考察し、小規模校に

求められる取組を設定する。小学校の教育課程の中か

ら、これらのことと親和性が高い教科等を考えると、

総合的な学習の時間が適当である。そのように仮定す

ると、小規模校には、体験活動・校外活動を効果的に

活用し、児童が地域の人的・物的資源と主体的に関わ

り、社会性が涵養されるような総合的な学習の時間の

実践の開発が求められていると考える。これらをもと

に、取組の目的を次の２点とする。

⑴体験活動・校外活動を効果的に活用し、且つ地域

の人的・物的資源と主体的に関わる実践を開発す

る。

⑵実践を通して、地域の人とのつながりを深め、地

域や社会について考える児童を育てる。

３.具体的な実践

具体的な実践(以下、本実践)として、映画制作プロ

ジェクトに取り組んだ。映画制作とした理由は、映画

制作を通じて、校内外での効果的な体験活動を行い、

「児童が地域社会と主体的に関わることが見込まれる

こと」と「児童が地域の人とのつながりを深めること

が期待できること」である。本実践の概要は資料２の

とおりである。
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資料１ 本校児童の回答

平成31年度「全国学力・学習状況調査」

児童質問紙より(2019年４月18日実施)

《今住んでいる地域の行事に参加していますか》

肯定的な回答 100％ (全国平均67.8％)

《地域や社会をよくするために何をすべき考えることが

ありますか》

否定的な回答 57.1％ (全国平均45.4％)
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４.本実践の実際

４.１ 地域のひとと主体的に関わった活動事例

児童が地域のひとと主体的に関わるために、児童を

外部の人材とつなげ、活動を進める際に助言してもら

ったり、一緒に考えてもらったりするようにした。こ

こでは、第１段階(プロジェクトの目的を決める)を事

例に述べる。

この段階では、映画制作自体が目的となってしまわ

ないように配慮し、児童が適切な活動目的を設定でき

るよう、ＳさんとH先生に関わってもらった。Ｓさん

は、本校出身の方で、本校のある地域に対して大変愛

着をもってさまざまな活動をされている方である。ま

た、Ｈ先生は、以前、６年生の児童と映画を作った経

験がある先生である。

Ｓさんには、児童がどういう映画を作りたいのか、

児童が地域の特徴をどうとらえているのかを引き出し

てもらった。次の日、Ｈ先生にはオンラインでのイン

タビューを行った。インタビューでは、今自分たちが

考えていることを話し、それについての意見をもらっ

た。Ｈ先生からは、当時の学級の児童がどのような目

標をもって活動をしていたのか、どんな人に協力して

もらいながら活動を展開したのかなどのアドバイスを

もらった。

これら一連の関わりを通して、児童にどのような考

えの変化があったのか、女児Ａの振り返り(資料３、資

料４)をもとに確認する。

女児Ａは、Ｓさんとの授業で、「たんてい×ホラー」

を作りたいという思いをもちつつも、それで町の人に

楽しんでもらうという目標が達成できるのか、この時

点ではわからないようだった。しかし、H先生から意見

をもらった後は、「笑いもあり、感動させられる」とい

う女児Ａ自身の目標が明確になっているのがわかる。

この後、児童はそれぞれの意見を出し合い、それを集

約していくなかで、「(加太の人に)加太のよさを再認識

してもらう」、「(加太以外の人に)加太の魅力を伝える」

という、映画プロジェクトの目的を設定した。目的を

考え始めた頃は単に「楽しんでもらうこと」にのみ意

識が向いていた児童が、最終的には地域のよさを伝え

るという方向へと意識が向いていた。この意識の変化

は、Ｈ先生から具体的な事例をもとにアドバイスをも

らったことが影響していたと考える。

第１段階以降も、児童は映画制作プロジェクトを進

めるために、地域社会と主体的に関わった。その一部

を紹介する。

第４段階(映画撮影)では、学校内外の人々に協力を

依頼し、大勢の方に出演してもらった。地域のお年よ

りの方々とは、川のそばで会話を楽しむ地域の日常を

撮影した(写真１)。また、児童が４年生～５年生のと

きに関わりのあった東京大学生産技術研究所加太分室

の先生にも出演してもらった(写真２)。
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資料２ 映画制作プロジェクトの概要

対象>

本校の2020年度の６年生９名 (男児７名、女児２名)

期間>

2020年７月～2021年３月

内容>

第１段階 プロジェクトの目的を決める

第２段階 目的にあった大まかなストーリーづくり

第３段階 脚本づくり

第４段階 映画撮影

第５段階 映画編集と広報・販売準備

第６段階 上映会とDVD販売

第７段階 プロジェクトの評価と寄付先の検討

資料３ Ｓさん授業後の女児Ａの振り返り

７月６日

(前略)「たんてい×ホラー」がいいと思ったけれど、い

ろいろと問題点がありますね。(中略)なのでするとした

ら、事件の設定を「ホラー」にせずに、小さな事件にす

るしかないと思います。でも町の人に楽しんでもらうた

めに、「たんてい」という物語は向いているのか、よくわ

かりません。みんなでいろいろ話し合って、進めていか

なきゃ分からないことばかりになるので、みんなでしっ

かり話し合って決めていきたいです。

資料４ Ｈ先生インタビュー後の女児Ａの振り返り

７月７日

(前略)「たんていのジャンルをするのは難しい」とＨ先

生が言っていました。なぜなら、役をするのが難しいか

らです。私たちは小学６年生なので、小６の役がやっぱ

りやりやすいのかもしれません。「本気で拍手されて感動

させられる映画を作った」、Ｈ先生は、この目標で作った

そうです。私だったら「笑いもあり、感動させられる」

という目標をつくりたいです。まず第１に目標をしっか

り決めないとなかなか色んなことが決まりません。目標

をみんなで決めたいです。

写真１

(下線、中山)
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第５段階(映画編集と広報・販売準備)では、映画上

映会の案内ポスターをつくり、郵便局、飲食店等に掲

示の依頼をして回った。

そして、第６段階(上映会とDVDの販売)では、保護

者、Ｓさん、Ｈ先生、出演者の方々を始めとする地域

の方々が参会した(写真３)。そこでは、映画制作の過

程や学習発表を行い、映画、NGシーン集、ドキュメン

タリーを収録したDVD(写真４)の販売を行った。その

際、映画制作プロジェクトの評価を行うために、映画

についてのコメントを書いてもらう活動を行い、児童

はたくさんの声をかけてもらうことができた。上映会

後は、制作に協力してくれた方々にDVDをもってお礼

に行ったり(写真５)、DVDを購入してくれた方に届け

に行ったりもした。

４.２ 地域の「もの・こと」と関わる展開

本実践では、児童が地域のさまざまな「もの・こと」

と関わることができるように、第２段階(目的にあった

大まかなストーリーづくり)を工夫した。ここでの具体

的な工夫とは、映画のストーリーを地域とのさまざま

な関わりが生まれる物語の設定にしたことである。こ

こでは、その段階の詳細を述べる。

この段階では、子どもたちは、最初にどのような手

順で活動を進めるのかを話し合った。話し合った結果、

まずＨ先生からアドバイスをもらい、次に自分たちで

ストーリーを考え始める。そして、Ｈ先生やＳさんか

らアドバイスをもらいながら、最後は自分たちでスト

ーリーをまとめるという予定を立てた。

まず、Ｈ先生に意見を求めると、町の魅力について

インタビュー調査を行うようにアドバイスをもらった。

そのアドバイスをもとに、５年生のときのインタビュ

ー調査の結果を振り返ったり、Ｓさんに聞き取り調査

を行ったりした。Ｓさんには、この後、大まかなスト

ーリーを考える際に何度も来てもらい、児童に助言し

てもらったり、一緒に考えてもらったりした(写真６)。

児童がＳさんとのやり取りを通じて考え出したスト

ーリーは、海洋プラスチックゴミ問題の研究をしてい

るお父さんの仕事の関係で、架空の海沿いにある町

(「加太」を想定しているが、映画では「美海町」)に、

都会から主人公が転校してくるというものである。転

和歌山大学教育学部紀要 教育科学 第72集 (2022)

写真２

写真４

写真３

写真５

写真６
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校生がやって来るという設定にすることで、転校生の

目にはこの町がどのように映るのか、転校生はこの町

をどのように感じるのかを考えることができた。スト

ーリーづくりの過程では、元気なお年よりが多いこと、

海や夕日がきれいなこと、紀淡海峡の中央に位置する

島にたくさんの漂着ゴミが流れ着いていることなどの

地域の要素を確認していくとともに、登場人物・物語

の設定やロケ地を考え出していった。このような要素

が取り入れられたストーリーにすることで、自分たち

が生活している地域の「もの・こと」とのさまざまな

関わりが生まれる映画制作へと展開することができた。

５.本実践の考察

本実践の成果として、まず、児童の振り返り「映画

制作で得たあなたの宝物は 」を示す。(資料５、３月

３日振り返りより抜粋)

ここでは、「映画制作で得たあなたの宝物は 」に対

して、「人との関わり」や「人の温かさ」を挙げている

児童がほとんどであった。女児Ｂは、「人の温かさ」を

感じている部分は同様ではあるが、最後は、「この活動

を通してもっとこの地域に関わりたい」という思いで

締めくくられている。

次に、本校の課題に関連する部分の成果として資料

６を示す。

ここでは、「地域社会をよくするために何をすべきか

考えることがある」の項目において、肯定的な回答を

している児童が９割近くとなった(資料６)。成果の最

後として、写真７を示す。

児童は映画を通じてつながったＳさんのお店に授業

外でも時々行くようになっている。そして、そこを訪

れる他のお客さんとも映画を通じてつながっているこ

とが、Ｓさんからいただいたメッセージと添付されて

いた写真からわかる。また、先に示した資料５の男児

Ｇの振り返りからも映画を通じた日常的なつながりが

あることがわかる。

上記の成果から、本実践を考察する。本実践は、小

規模校には、体験活動・校外活動を効果的に活用し、

小規模小学校に求められる総合的な学習の時間の一考察

資料５ 「映画制作で得たあなたの宝物は 」

「人とのかかわり」です。(後略)女児Ａ

私がこの活動で得た宝物は、加太の温かさです。

(中略)改めて今、映画制作という活動ができて

加太の温かさに気づけてよかったと思います。

私はこの活動を通してもっと加太に関わりたい

と思いました。

女児Ｂ

映画制作で得たぼくの宝物は、加太の人との関

わり、温かさです。(後略)
男児Ｃ

宝物は、加太の町の人、町以外の人との関わり

だと思います。(後略)
男児Ｄ

ぼくがこの映画制作で得た宝物は、１つありま

す。それは、人との関わりです。(後略)
男児Ｅ

ぼくが、映画制作の活動で得た宝物は、２つあ

ります。宝物の１つ目は、Ｓさんと関われたこ

とです。(中略)２つ目の宝物は、ぼくが作った

映画です。(後略)

男児Ｆ

映画制作の活動で得た自分の宝物は、いろいろ

な人と関われたことです。(中略)映画制作をす

る前は、(地域の人と)軽くあいさつだけで、話

をすることがありませんでした。だけど撮影が

始まって、よく会うようになりました。なので、

軽くあいさつするだけが、今はよく話すように

なりました。(後略)

男児Ｇ

ぼくは、この活動で得た宝物は人との関わりで

す。(後略)
男児Ｈ

ぼくが映画制作で得た宝物は、２つあります。

１つ目は、人との関わりです。(中略)２つ目は、

地域の人とのあたたかさです。(後略)

男児Ｉ

資料６ 本校児童の回答の変容

平成31年度「全国学力・学習状況調査」

児童質問紙より(再掲、2019年４月18日実施)

《今住んでいる地域の行事に参加していますか》

肯定的な回答 100％ (全国平均67.8％)

《地域や社会をよくするために何をすべき考えることが

ありますか》

否定的な回答 57.1％ (全国平均45.4％)

令和２年度「全国学力・学習状況調査」

児童質問紙より(2021年３月12日実施)

《今住んでいる地域の行事に参加している》

肯定的な回答 約77.7％ (７人)

否定的な回答 約22.3％ (２人)

《地域や社会をよくするために何をすべきか考えること

がある》

肯定的な回答 約88.9％ (８人)

否定的な回答 約11.1％ (１人)

写真７
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児童が地域の人的・物的資源と主体的に関わり、社会

性が涵養されるような総合的な学習の時間の実践の開

発が求められていると仮定した。その上で、「⑴体験活

動・校外活動を効果的に活用し、且つ地域の人的・物

的資源と主体的に関わる実践を開発する。⑵実践を通

して、地域の人とのつながりを深め、地域や社会につ

いて考える児童を育てる」を目的に実践的研究を行っ

た。その成果として次の４点があったと考える。

⑴映画制作活動では、自分たちの活動を進めるため

にロケ地や出演等で交渉や依頼が必要となり、地

域社会と主体的に関わることができた。

⑵児童は「転校生もの」の物語設定を考えることを

通して、自分たちの住む地域社会を「外の目」で

見つめることができ、その価値を再認識した。

⑶映画制作の各段階で必要となる人を、児童とつな

がりのある人を中心に選ぶことで、児童は地域の

人とのつながりを深めることができた。

⑷映画制作を通じて地域の方と日常的なつながり、

授業の枠をこえたものとなっている。

(以上、中山)

６.本実践の今日的意義

小規模校は決して教育力が乏しくただちに統合の対

象としなければならないものではなく、その教育活動

の「可能性」は通常規模の学校以上に満ちていること

が、上記の「４.本実践の実際」と「５.本実践の考

察」から明らかとなっている。ここでは、中山の総合

的な学習の時間の実践を５年生段階の「元気☆海洋環

境プロジェクト」から追っていた谷尻が、本実践の今

日的意義を３点にまとめて述べたい。

⑴地域資源のフル活用

まず、本実践は郷土の資源を最大限生かした教育活

動であり、久保が提唱した「自然環境・歴史的・文化

的環境などの地域資源(人材を含めた)をフルに活用す

る教育課程づくり」を見事に具現化したといえる。

地域の魅力の再発見と地域の人たちとのふれあいを

通じて生まれた地域愛を基盤に、「地域人材の効果的な

参画」というレベルを越えた、児童と高齢者を含めた

地域で生きる人たちの人間的な温かい関係性が生まれ

ている。

⑵探究の魅力に満ちた教材＝「映画制作」

映画「僕らの街」の制作は撮影の場面ひとつをとっ

てみても、多種多様な任務(監督・カメラ・音声・照明・

役者など)が同時並行で果たされなければ進行できな

いものである。映画制作という創造性の高い活動にお

いて、ひとり一役以上の役割を担ったことによって、

児童は主体的に関わらざるを得ない状況に置かれた。

そのことにより、責任の自覚が生まれ、最終的には普

通の学校生活では得られないような高い達成感と周囲

からの承認による自己肯定感の高まりがあったとみら

れる。

「ストーリーはどうするのか」「役者はこの場面でど

んな心境であるからどのように演じるのか」「カメラア

ングルはこれで良いのか、音声はうまく拾えているか」

など、次々と現れる壁(課題)を教員と児童が共に悩み

ながら打開策をたて、実行していった。学びがスパイ

ラル的に発展していくという探究的な学習の過程を着

実に踏んでいくこととなった。

さらに、「僕らの街」は映画としての完成度が高く、

単体の鑑賞も可能なレベルに到達している。DVDを製

作し販売する(購入側からすると対価を払って購入す

るだけの価値がある)まで、児童が主体的にやりきっ

た。このゴールが設定されていたことも、最後までよ

りよいものを創りたいという児童の意欲につながって

いる。

⑶生活指導・集団づくりの側面

この学級の児童は小学校入学以降、わずか10名ほど

の小集団を基盤に５年間の学校生活を送ってきた。閉

鎖的な人間関係に陥りがちだった集団が、地域の大人

が関わることで、次第に開かれた集団になり、個々の

人間関係に変化が生まれている。筆者は５年生段階で

もこの学級の様子を間近に観察する機会を得ていたが、

映画制作中の撮影場面では、笑い声が絶えず、教師の

指示を待たずに主体的に動く児童が多くいた。また、

その動きも協力的で温和的でもあった。映画制作の過

程で、児童の関係性に変化と深化が生まれたといえよ

う。これは映画制作が児童の社会性の涵養に大きくつ

ながったものである。

また、孤立しかけていた転校生が、地域の人や同級

生たちの温かな関わりを通じ、海洋問題に取り組んで

いる父親の仕事の価値や同級生たちの温かな人間性を

再発見し勇気を得る。このストーリーが、期せずして

「思春期の自立の模索」となっている。内なる自立へ

の欲求や自己認識が脚本制作の過程でこのようなスト

ーリーを生み出したと考えられる。

以上、３点にわたって、本実践の今日的意義を整理

した。

ところで、本実践を可能にしたのは、実践校が長年

地域と連携した活動を行ってきたことが背景としてあ

げられる。しかし、マンネリ化しやすい行事的活動を

打破できたのは、中山の指導力が大きいと言わざるを

得ない。

中山は総合的な学習の時間の実践的研究を長く続け、

人的ネットワークを広く持つと共に、自らの探究心で

「何が有効な学習教材となるのか」を模索し続けてき

た。実践の中で紹介されたＳさんやＨ先生は、それら

の人的リソースの一部に過ぎない。リソースを活用し

て、またスキルを磨きながら学習活動は展開された(本

実践の場合は、脚本制作やカメラなどの機器を用いた

撮影、編集のスキル等を含む)。最大限の効果＝良い学
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びを創り出したいという教師の意欲が、児童の内的欲

求とマッチしたのが本実践であることは付記しておき

たい。

本実践は、同時に小規模校の「可能性」がこれほど

高いということ、地域と連携・協働できればこのよう

な質の高いダイナミックな学びが可能であることを事

実として示したことに大きな価値がある。そして、少

子化が進む中での日本の学校づくりの在り方にも貴重

なヒントを与えたといえよう。

(以上、谷尻)

注

１）従来の通学区域を残したままで、特定の学校について、通

学区域に関係なく、当該市町村のどこからでも就学を認め

る特認校のうち小規模校において取り入れられている制度
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